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１．委員の指摘及び提言概要 

前処理を含めた微細なマイクロプラスチック（MP）の検出法、海底堆積物中のMPの蛍光を活用し

た検出法、さらに UAV と AI を組み合わせた海岸漂着プラスチックごみ定量化手法などについて、

雑誌論文での公表、ガイドラインの策定への反映、国民との科学・技術対話、メディアへの情報発

信などしっかりと成果を出されたものと考えられる。ナノプラスチックが水中で多数浮遊している

こと、堆積物中のマイクロプラスチックの計測の自動化、この2点の成果は、いままでの海洋プラ

スチックごみ問題を考えるうえで重要なポイントに大きな成果を上げることができたと評価する。 

ドローンによるモニタリング体制が整えば、もっと効果的にプラスチックごみの回収が可能にな

ってくると期待する。 

 

２．採点結果 

評価ランク：Ｓ 

 


